
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

               

霞
ヶ
浦
周
回 

（
1900

［
明
治
33

］
年
、
1901

年
） 

 

土
浦
中
学
生
が
、
修
学
旅
行
で
初
め
て
蒸
気

船
を
利
用
し
た
の
は
、1900

年
10

月
に
、
２
年
生(

中

３
回)

70

余
名
が
霞
ヶ
浦
を
渡
っ
た
時
で
し
た

(

1901
年
７
月
発
行
『
進
修
第
３
号
』｢

修
学
旅
行
記 

霞
湖
周

回
の
記｣

２
年
高
野
啓
太
郎
・
加
藤
近
次)

。 
 

10

月
14

日
５
時
、
隊
伍
整
然
、
喇
叭
の
一
声

と
と
も
に
立
田
校
舎
を
出
発
し
た
一
行
は
、
川

口
港
を
６
時
30

分
に
出
航
。
雨
の
湖
を 

｢

…
…
、
や
が
て
木
原
牛
渡
有
河
志
戸
崎
と
過
ぎ
、

乗
船
す
る
こ
と
凡
そ
二
時
【
間
】
井
上
【
現
行
方

市
井
上
】
に
着
す
、
…
…
。｣

 

と
、
各
港
に
寄
航
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
期

蒸
気
船
を
利
用
し
た
よ
う
で
す
。
井
上
か
ら
は
、

｢

…
…
、
隊
を
組
み
雨
を
を
か
し
、
泥
路
に
打
な

や
み
つ
ゝ
…
…
。｣

、
西
蓮
寺
を
参
拝
し
、
麻
生

の
柏
屋
泊
。 

 
15

日
は
晴
天
。
麻
生
７
時
発
。
潮
来
で
長
勝

寺
な
ど
を
見
学
し
、
延
方
か
ら
渡
し
舟
で
北
浦

を
渡
り
、
大
船
津
に
上
陸
。
鹿
島
神
宮
を
参
拝

後
、
旅
館
へ
。 

 

16

日
７
時
発
。
10

時
15

分
賀
村
の
渡
し
着
。

｢

…
…
、
舟
に
て
利
根
河
を
渡
る
、
折
り
し
も
波

高
く
風
強
く
、
進
む
古
【
こ
】
と
甚
だ
遅
く
、
加

ふ
る
に
天
か
き
曇
り
、
秋
雨
降
ら
ん
と
し
て
、

吹
く
風
身
に
し
み
い
と
寒
く
、
水
烟
四
辺
に
散

し
、
波
浪
時
に
船
上
を
襲
ひ
、
旅
衣
為
に
湿
【
う

る
ほ
】
ふ
、
生
等
の
勇
気
古
古
【
こ
こ
】
に
い
や

益
し
て
、
共
に
軍
歌
を
唱
し
つ
つ
彼
岸
【
一
ノ
分

と
思
わ
れ
る
】
に
達
す
、
…
…
。｣

 

少
々
の
怖
い
思
い
を
も
、
互
い
に
鼓
舞
し
て
乗

り
越
え
た
よ
う
で
す
。
一
ノ
分
か
ら
は
行
軍
と

な
り
、
津
ノ
宮
を
経
て
香
取
神
宮
へ
。
参
拝
後
、

佐
原
の
平
井
楼
に
宿
泊
。 

 

17

日
。
佐
原
８
時
発
の
成
田
鉄
道
で
９
時
30

分
佐
倉
着
。
駅
か
ら
は
行
軍
で
、
佐
倉
中
学
・

歩
兵
第
二
聯
隊
・
宗
吾
神
社
を
見
学
し
、
17

時

成
田
着
。
新
勝
寺
門
前
吾
妻
屋
泊
。 

 

18

日
６
時
30

分
、
吾
妻
屋
を
出
立
。
新
勝
寺

参
詣
後
、
印
旛
沼
湖
畔
を
歩
き
、
安
食
着
。
安

食
か
ら
定
期
蒸
気
船
に
乗
り
、 

｢

…
…
、
安
食
に
到
り
舟
に
搭
じ
利
根
の
清
流
を

泝
【
さ
か
の
ぼ
】
る
、
時
に
正
午
、
船
中
に
午
餐

を
喫
す
、
糟
糠
【
そ
う
こ
う 

酒
粕
と
ぬ
か
。
粗
末
な
食

物
】
藜
藿
【
れ
い
か
く 

ア
カ
ザ
と
豆
の
葉
。
転
じ
て
粗
末

な
食
物
】
の
食
も
、
そ
の
美
味
言
ふ
ば
か
り
な
く
、

彼
の
都
人
士
の
知
る
所
に
非
ら
ず
、
快
を
貪
る

古
と
時
余
、
東
【
藤
】
蔵
河
岸
に
達
す
、
…
…
。｣

、

「
…
…
、
時
は
は
や
十
二
時
近
け
れ
ば
、
一
同

船
中
に
て
わ
り
ご
【
弁
当
】
を
ひ
ら
く
、
塵
舞
ふ

陸
路
を
歩
み
来
り
て
、
ま
た
清
け
き
水
上
を
渡

り
行
く
、
か
ゝ
る
楽
し
き
思
ひ
を
な
す
も
、
み

な

〱
旅
の
徳
に
ぞ
あ
り
け
る
、
な
ん
ど
と
打

感
し
、
相
語
ら
ひ
つ
ゝ
、
両
岸
の
景
色
打
な
が

め
つ
ゝ
、
藤
蔵
岸
に
上
り
し
は
午
后
一
時
半
頃

な
り
き
…
…
。｣

 

と
、
蒸
気
船
で
の
粗
末
な
昼
食
で
さ
え
美
味
に

感
じ
、
移
り
ゆ
く
景
色
を
堪
能
す
る
な
ど
、
ひ

と
と
き
の
船
路
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
連
日
の

行
軍
で
、
若
い
体
も
だ
い
ぶ
参
っ
て
い
た
よ
う

で
す
か
ら
、
船
上
で
は
ほ
っ
と
し
た
気
分
に
も

な
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
藤
蔵
河
岸
か
ら
龍
ケ

崎
ま
で
は
行
軍
。
龍
ケ
崎
分
校
生
と
の
対
面
式

の
後
、
龍
ケ
崎
泊
。 

 

19

日
８
時
発
。
龍
ケ
崎
か
ら｢

人
烟
稀
疎
一
面

茫
々
と
し
て
秋
草
の
野
を
掩
ふ
の
み｣

の
女
化

原
を
歩
き
、｢

皆
労
【
つ
か
】
れ
て
歩
む
こ
と
牛

の
如
く｣

、
漸
く
に
し
て
牛
久
停
車
場
に
到
着
。

14

時
40

分
、
鎌
倉
帰
り
の
４
年
生
が
た
ま
た
ま

乗
っ
て
い
た
列
車
に
乗
り
込
み
、
15

時
頃
土
浦

着
。
厳
し
い
行
程
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
は
、｢

浩
然
の
英
気
を
養
ひ
、
身
神
【
心
】

を
練
り
学
識
を
高
め
た
る｣

旅
行
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
が
、
６
日
間
の
行
軍
で
、
引
率
の
先

生
方
が
お
疲
れ
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

翌
1901

年
に
も
、
２
年
生(

中
４
回)

が
、
同
じ
く

霞
ヶ
浦
周
回
の
旅
に
出
て
い
ま
す(

1902

年
９
月
発
行

『
進
修
第
４
号
』｢

修
学
旅
行
記｣

２
年
小
宮
守
精)

。 
 

10

月
６
日
、
土
浦
川
口
港
か
ら
井
上
ま
で
は

定
期
蒸
気
船
を
利
用
し
、
西
蓮
寺
を
経
て
麻
生

泊
。 

 

７
日
は
牛
堀
、
潮
来
と
行
軍
し
、
延
方
地
蔵

河
岸
か
ら
大
船
津
に
渡
り
、
鹿
島
泊
。 

 

８
日
、
雨
天
の
た
め
、
賀
村
の
渡
し
の
予
定

を
変
更
し
、
鹿
島
神
宮
参
拝
後
、
大
船
津
か
ら

佐
原
行
き
の
定
期
蒸
気
船
に
乗
り
ま
し
た
。 

｢

…
…
、
大
船
津
に
到
り
汽
船
の
来
る
を
待
つ
数

分
時
に
し
て
汽
笛
一
声
轟
々
た
る
音
聞
ゆ
漸
く

に
し
て
船
に
投
ず
れ
ば
汽
笛
喧
囂
【
け
ん
ご
う 

や

か
ま
し
い
こ
と
】
雨
中
を
衝
い
て
利
根
川
を
渡
り
津

の
宮
へ
と
進
行
せ
り
此
日
晴
天
な
れ
ば
賀
村
を

過
ぎ
て
香
取
へ
行
く
べ
か
り
し
を
雨
天
の
為
に

か
ゝ
る
水
路
を
取
る
に
至
れ
り
室
は
充
満
し
て

入
る
こ
と
を
得
ず
甲
板
は
雨
強
く
し
て
座
す
る

に
堪
へ
ず
此
処
に
至
り
て
身
の
置
き
所
に
苦
し

む
僅
に
竈
【
そ
う 

か
ま
ど
。
ボ
イ
ラ
ー
機
関
室
を
指
す
】

中
に
入
れ
ば
煩
熱
し
て
眩
暈
【
め
ま
い
】
す
さ
て

一
時
間
余
に
し
て
漸
く
津
の
宮
に
着
し
急
ぎ
上

陸
し
て
以
て
僅
に
苦
悶
を
免
る
や
が
て
行
を
起

し
進
行
す
れ
ば
降
雨
益
々
劇
し
く
道
は
泥
濘
脛

を
没
し
足
は
愈
々
疲
れ
歩
々
困
難
な
る
こ
と
実

に
筆
舌
に
尽
し
難
く
一
語
を
発
す
る
を
だ
に
懶

【
も
の
う
】
し
然
れ
ど
血
気
盛
な
る
青
年
輩
争
で

か
【
い
か
で
か 

反
語
の
意
を
表
す
】
【
こ
れ
】
ば
か
り

の
事
に
躊
躇
す
べ
き
相
共
に
励
ま
し
励
ま
さ
れ

つ
ゝ
辛
う
じ
て
香
取
神
宮
に
至
り
…
…
。｣

 

行
軍
の
距
離
は
短
く
な
り
ま
し
た
が
、
ボ
イ
ラ

ー
室
の
灼
熱
、
道
の
泥
濘
、
と
散
々
な
一
日
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
佐
原
泊
。 

 

９
日
、
佐
原
か
ら
成
田
ま
で
は
成
田
鉄
道
に

乗
車
。
新
勝
寺
・
宗
吾
神
社
を
参
拝
後
、
佐
倉

ま
で
行
軍
。
歩
兵
第
二
聯
隊
見
学
後
、
佐
倉
泊
。 

 

10

日
、
成
田
鉄
道
で
佐
倉
か
ら
成
田
に
向
か

い
、
成
田
か
ら
行
軍
開
始
。
安
食
～
藤
蔵
間
は

定
期
蒸
気
船
に
乗
り
、
龍
ケ
崎
泊
。 

 

11

日
は
一
日
行
軍
。
龍
ケ
崎
７
時
発
。
女
化

稲
荷
、
阿
見
を
経
て
学
校
ま
で
の
行
軍
は
、 

｢

…
…
、
少
休
し
て
足
を
休
め
歩
を
続
け
行
く
程

に
足
は
疲
れ
て
歩
行
自
由
な
ら
ず
加
ふ
る
に
炎

天
焼
く
が
如
く
為
め
に
咽
【
の
ど
】
の
乾
く
こ
と

数
回
其
の
度
毎
に
水
を
掬
【
き
く 

水
な
ど
を
両
手
で

す
く
い
と
る
】
す
其
【
行
軍
】
の
困
難
な
る
こ
と
一

方
な
ら
ず
漸
く
に
し
て
下
高
津
に
出
づ
疲
れ
た

り
と
雖
も
決
し
て
隊
伍
を
乱
さ
ず
喇
叭
の
勇
声

と
共
に
堂
々
と
し
て
校
門
に
着
す
其
れ
よ
り
茶

菓
の
饗
を
受
け
解
散
し
て
各
家
に
帰
る
時
に
午

後
三
時
な
り
き
…
…
。｣

 

と
中
４
回
生
は
、
牛
久
か
ら
汽
車
に
乗
せ
て
も

ら
え
ず
、
大
変
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

小
宮
が
、 

｢

…
…
、
此
の
旅
行
や
実
に
得
難
き
旅
行
に
し
て

軟
脚
を
錬
磨
し
学
識
を
高
め
る
こ
と
少
な
か
ら

ず
…
…
。｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
結
ん
で
い
る
よ
う
に
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、

鍛
錬
と
学
び
と
の
旅
行
で
あ
り
ま
し
た
。 

第１５７号 

土浦中学の修学旅行と蒸気船 

 土浦中学の修学旅行では、鉄道のみならず、霞ヶ浦や利根川に

就航していた蒸気船をも利用しています。今号では、土浦中学生

の蒸気船での旅の様子を描いていきます。 

  引用文中の旧字体は新字体に改めました。 

なお、引用文中の【  】は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2022（令和４）年 6 月 14 日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

大船津に入る｢通運丸｣ 
（市川彰編『ふるさとの思い出写真集土浦』） 



  

 

 
そ
の
後
、

1902

年
度
の
修
学
旅
行
で
の
２
年
生

(
中
５
回)

は
、
前
年
同
様
の
霞
ヶ
浦
周
回
コ
ー

ス
に
加
え
、
銚
子
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、

1904

年
２
月
に
日
露
戦
争
が
始
ま
る

と
、

1904

年
度
の
修
学
旅
行
は
実
施
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。 

 

霞
ヶ
浦
・
利
根
川
周
航
（
1905

年
） 

 

 

1905

年
３
月
に
真
鍋
台
に
新
校
舎
が
完
成
し
、
４

月
10

日
か
ら
は
授
業
も
始
ま
り
ま
し
た
。
９
月

５
日
の
日
露
講
和
条
約
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）
調
印

に
よ
り
日
露
戦
争
が
終
結
す
る
と
、
修
学
旅
行

も
復
活
し
、
10

月
19

日
か
ら
24

日
ま
で
、
３(

中

７
回)

・
４(

中
６
回)

・
５
年
生
（
中
５
回
）
は
、

合
同
で
鎌
倉
・
横
須
賀
・
横
浜
方
面
に
出
向
き
、

22

日
に
日
露
戦
争
か
ら
凱
旋
帰
国
し
た
東
郷
平

八
郎
海
軍
大
将
を
横
浜
で
出
迎
え
、
23

日
に
は

｢

東
郷
晴
れ
に
晴
れ
渡
り
た
る｣

川
崎
で
連
合
艦

隊
の
観
艦
式
を
見
学
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
１

(

中
９
回)

・
２
年
生(

中
８
回)

は
、
汽
船｢

朝
日

丸｣

を
借
り
受
け
、
10

月
20

日
か
ら
鹿
島
・
銚

子
・
佐
原
・
成
田
方
面
に
出
掛
け
ま
し
た(

23
日

ま
で)

。
1906

年
３
月
発
行
『
進
修
第
７
号
』
に
は
、

両
者
の
修
学
旅
行
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
２
年
藤
井
栄
四
郎
と
１
年
橋
本
芳

雄
と
の｢

修
学
旅
行
記｣

で
、
１
・
２
年
生
の
蒸

気
船
で
の
旅
を
辿
っ
て
み
ま
す
。 

 

10

月
20

日
、
藤
井
が｢

靴
と
ゲ
ー
ト
ル
と
い
ふ

装
ひ
に
て｣

学
校
に
集
合
し
、 

｢

将
に
消
え
な
ん
と
す
る
街
灯
【
ガ
ス
灯
】
の
光
を

便
【
頼
】
り
て
覚
束
【
お
ぼ
つ
か
】
な
く
足
元
踏

み
し
め
つ
ゝ
ニ
ウ
【
ｎｅｗ

】
靴
の
足
も
軽
や
か
に

冷
や
か
な
る
風
に
面
吹
か
れ
て
【
川
口
港
の
】
桟

橋
に
着
き
ぬ
…
…
。｣

 

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
１
回
生
の
頃
は
脚

絆
に
草
鞋
履
き
で
し
た
が
、
こ
の
時
分
に
は
革

靴
を
履
け
る
者
も
出
て
き
た
よ
う
で
す
。
朝
日

丸
は
６
時
過
ぎ
に
川
口
港
を
出
港
し
、 

｢

…
…
、
や
が
て
船
は
速
力
を
増
し
霞
湖
の
中
央

な
る
三
叉
沖
に
到
る
名
に
し
あ
ふ
三
叉
沖
な
れ

ば
頗
る
広
く
数
多
の
白
魚
船
は
帆
を
張
り
き
り

て
将
に
覆
ら
ん
と
す
る
光
景
は
我
等
を
し
て
甚

だ
危
険
の
感
を
起
さ
し
め
ぬ
…
…
。｣

 

と
、

1880

［
明
治
13

］
年
に
佐
賀
村
二
の
宮(

現
か
す

み
が
う
ら
市
坂)

の
折
本
良
平
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ

た｢

帆
引
網
漁｣

(注 1)

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
様

子
を
描
い
て
い
ま
す
。 

｢

…
…
、
種
々
談
笑
の
う
ち
に
船
は
益
々
速
力
を

増
し
快
駛
【
か
い
し 

速
く
走
る
】
す
る
こ
と
矢
の

如
し
麻
生
を
過
ぎ
て
九
時
頃
一
つ
の
細
流
に
入

る
水
清
く
し
て
藍
の
如
く
船
は
徐
々
と
此
の
河

を
下
り
九
時
十
分
頃
牛
堀
に
達
す
此
処
は
東
京

に
到
る
要
地
と
見
え
船
舶
輻
輳
す
な
ほ
も
下
り

て
潮
来
を
過
ぎ
間
も
な
く
北
浦
に
入
る
時
に
濃

雲
空
に
満
ち
雨
降
り
来
り
ぬ
雨
中
の
行
軍
と
は

実
に
困
難
だ
な
ど
と
呟
く
内
十
時
半
頃
大
船
津

に
近
づ
く
…
…
。｣

 

と
あ
り
、
朝
日
丸
は
、
約
４
時
間
で
土
浦
～
大

船
津
間
を
結
ん
で
い
ま
す
。
下
船
後
、
鹿
島
神

宮
を
参
拝
。
要
石
・
御
手
洗
な
ど
を
見
学
し
、

昼
食
後
、
大
船
津
に
戻
り
、
朝
日
丸
に
再
度
乗

船
。 

｢
…
…
、
時
刻
已
に
迫
れ
る
を
以
て
急
ぎ
集
合
所

に
至
り
て
整
列
し
前
路
を
取
り
大
船
津
に
至
り 

                           

て
乗
船
し
十
二
時
三
十
分
に
抜
錨
し
北
浦
を
横 

断
し
利
根
川
附
近
の
浪
逆
浦
に
到
る
に
不
図
【
は

か
ら
ず
も
】
進
行
を
停
止
し
ぬ
こ
れ
汽
船
の
車
輪

に
萍
藻
【
へ
い
そ
う 

う
き
く
さ
や
水
草
】
の
纏
付
【
ま

と
ひ
つ
き
】
せ
し
に
由
る
と
云
ふ
居
る
事
一
時
間

斗
【
ば
か
】
り
に
し
て
復
【
ま
た
】
難
な
く
進
行

し
た
り
し
が
土
浦
に
て
は
之
を
誤
聞
し
当
旅
行

隊
の
汽
船
覆
没
せ
し
と
て
憂
慮
せ
し
も
の
あ
り

き
と
云
ふ
已
に
し
て
有
名
な
る
坂
東
太
郎
に
入

る
水
清
く
し
て
広
く
洪
水
予
防
の
大
築
堤
工
事

已
に
成
る
も
の
若
干
河
中
諸
々
に
大
汽
船
あ
り

乃
ち
築
堤
の
砂
利
取
船
な
り
と
云
ふ
又
幾
隻
の

帆
前
船
【
ほ
ま
え
せ
ん 

西
洋
式
帆
船
】
あ
り
数
十
の

漁
船
あ
り
右
を
顧
み
れ
ば
遠
く
佐
原
町
を
望
む

嘱
目
す
る
所
一
と
し
て
我
等
を
喜
ば
し
む
る
材

料
な
ら
ざ
る
は
な
し
四
時
銚
子
港
に
達
し
新
川

に
上
陸
し
…
…
。｣

 

１
年
生
は
大
新
亭
、
２
年
生
は
銚
子
館
に
宿
泊
。

水
草
が
外
輪
に
絡
ま
っ
て
動
け
な
く
な
る
と
は 

                          

情
け
な
い
話
で
す
が
、
125

cc
バ
イ
ク
並
の
20

馬

力
ほ
ど
の
蒸
気
機
関
で
は
、
仕
方
が
な
い
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
現
代
な
ら
ば
、
ス
マ
ホ
で
世

界
中
ど
こ
へ
で
も
連
絡
が
で
き
ま
す
が
、
当
時

の
連
絡
手
段
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
汽
船
覆

没
と
い
っ
た
誤
報
が
流
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

21

日
６
時
に
宿
を
出
発
し
、
飯
沼
観
音
に
詣

で
、
犬
吠
埼
灯
台
を
見
学
し
た
後
、 

｢

…
…
、
十
一
時
半
こ
ゝ
を
出
で
ゝ
銚
子
に
還
り

又
乗
船
す
、
時
に
午
後
零
時
半
、
利
根
川
を
逆

航
し
つ
ゝ
対
岸
の
山
野
を
賞
し
つ
ゝ
四
時
津
の

宮
に
着
し
て
下
船
徒
歩
し
て
…
…
。｣

 

香
取
神
宮
を
参
拝
。
さ
ら
に
佐
原
ま
で
行
軍
し
、

１
年
は
江
戸
久
、
２
年
は
浮
島
屋
に
宿
泊
。 

 

22

日
６
時
出
発
、
６
時
50

分
佐
原
発
の
列
車

で
８
時
成
田
着
。
新
勝
寺
参
詣
後
、
成
田
９
時
20

分
の
列
車
に
乗
り
、
９
時
40

分
佐
倉
下
車
。
歩

兵
第
二
聯
隊
見
学
後
、
佐
倉
中
学
で
昼
食
を
摂

り
、
佐
倉
13

時
36

分
発
の
列
車
で
成
田
に
戻
り
、

14

時
30

分
に
は
新
勝
寺
門
前
着
。
１
年
生
は
若

松
本
店
、
２
年
生
は
海
老
屋
に
入
り
、
17

時
ま

で
の
散
策
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

23

日
は
６
時
10

分
発
の
列
車
で
安
食
ま
で
行

き
、
安
食
発
８
時
５
分
の
定
期
蒸
気
船
で
藤
蔵

に
渡
り
、
11

時
前
に
龍
ケ
崎
中
学
に
到
着
。
昼

食
後
、
１
年
生
は
12

時
52

分
発
、
２
年
生
は
14

時

発
の｢

狭
小
な
る
軽
便
鉄
道
(注 2)｣

に
佐
貫
ま
で
乗

車
し
、
佐
貫
か
ら
１
・
２
年
生
一
緒
に
日
本
鉄

道
土
浦
線
で
15

時
30

分
に
土
浦
に
着
き
、
整
列

し
万
歳
を
三
唱
し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

 
 

霞
ヶ
浦
周
回
コ
ー
ス
の
修
学
旅
行
は
、

1908

［
明

治
41

］
年
に
２
年
生(

中
11

回)

が｢

第
22

号
通
運

丸｣

を
借
り
切
っ
て
実
施
し
た
の
が
、
最
後
と
な

り
ま
し
た
。 

 

(注 1)｢

帆
引
網
漁｣ 

 
 

帆
引
網
漁
に
つ
い
て
は
、
本
紙
第
67
号 

で
詳
述
済

み
。 

 

(注 2)

狭
小
な
る
軽
便
鉄
道 

 

1900
［
明
治
33
］
年
８
月
に
、
佐
貫
～
竜
ヶ
崎
間
で
開

業
し
た
竜
崎
鉄
道
。
日
本
鉄
道
土
浦
線(

現
JR
常
磐
線)

佐
貫
駅(

現
龍
ケ
崎
市
駅)

も
同
時
に
開
業
し
た
。
当
時

は
762

mm
軌
間
の
蒸
気
軽
便
鉄
道
で
あ
った
。
そ
の
た
め
、

１
・
２
年
生
全
員
は
乗
り
切
れ
ず
、
分
乗
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
現
関
東
鉄
道
竜
ヶ
崎
線
。 

 
 

 
 

 
 
 

  
 
 
(

高
21

回 

松
井
泰
寿) 

汽船寄航場分布図（『図説川の上の近代』） 

竜ヶ崎駅構内に進入する竜崎鉄道の蒸気機関車（大正期）（左上写真）・利根川改修工事
に導入された浚渫船｢息栖号｣（明治後期）（右下写真）（いずれも『写真記録茨城の２０世紀』） 
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銚
子 

佐貫 


